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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期

第２四半期連結
累計期間

第61期
第２四半期連結
累計期間

第60期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

営業収益（千円） 18,087,031 19,018,045 36,411,377

経常利益（千円） 922,767 940,966 1,653,999

四半期（当期）純利益（千円） 525,069 535,676 922,868

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
482,666 566,523 1,015,972

純資産額（千円） 17,048,310 17,809,499 17,388,990

総資産額（千円） 33,751,600 37,357,012 36,935,282

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
50.33 51.56 88.51

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
50.31 51.45 88.41

自己資本比率（％） 49.5 46.7 46.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,535,862 2,436,026 1,973,075

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,528,885 △1,846,062 △1,881,377

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△577,596 △552,237 △1,285,542

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
2,357,932 1,782,124 1,734,707

　

　回次　

第60期

第２四半期

連結会計期間

第61期

第２四半期

連結会計期間

　会計期間
自平成24年７月１日

至平成24年９月30日　

自平成25年７月１日

至平成25年９月30日　

　１株当たり四半期純利益金額（円） 21.49 22.96

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．営業収益には消費税等は含まれておりません。

　　　　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は、以下のとおりであります。　

　当第２四半期連結会計期間より、株式会社ヒューテックサービスを連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載したリスクについて重要な変更はありません。

  

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (1)業績の状況

 当第２四半期連結累計期間における日本経済は、現政権による経済政策への期待を背景とした円安による輸出関

連企業の堅調な推移や株高による消費マインドの好転など景気回復の穏やかな兆しが見られました。一方、雇用情

勢や所得環境はやや遅行しており、欧州の債務問題や中東情勢の不安、新興国経済の成長鈍化、さらには来年４月

に予定されている消費税増税の影響など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　当社グループが主軸をおく低温食品物流業界の動向におきましては、社会構造やライフスタイルの変化などを背

景に、冷凍・冷蔵食品の需要が回復基調にあるものの、原材料高や海外生産拠点での人件費の上昇などの影響を受

けた食品メーカーからの受託料金の抑制、また、物流業者間の価格競争、電力料金や燃油費の値上げなど、引き続

き厳しい経営環境で推移しました。

　このような環境の中、当第２四半期連結累計期間の営業収益におきましては、主に前年に稼働を開始した東京支

店（東京都八王子市）や東京支店第二センター（東京都立川市）、京都センター（京都府京田辺市）の稼働などが

奏功し、増収を確保することができました。

　利益につきましては、新設支店の稼働に伴うリース資産の減価償却費や電力料金などの動力燃料費ならびに外注

費の増加等があったものの、当第２四半期連結累計期間においては、新店所の立上げ費用の解消等により、営業利

益、経常利益、四半期純利益ともに前年同期比で微増となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は190億１千８百万円（前年同期比5.1％増）、営業利益は９

億２千３百万円（前年同期比4.3％増）、経常利益は９億４千万円（前年同期比2.0％増）、四半期純利益は５億３

千５百万円（前年同期比2.0％増）となりました。

　

［セグメント別営業の概況］

　セグメントの状況は次のとおりであります。

①ＤＣ事業（保管在庫型物流事業）

　東京支店、東京支店第二センターや京都センターの稼働などにより、営業収益は140億８千万円（前年同期比

5.5％増）となりました。セグメント利益につきましては、新規店所の開設時に発生した安定稼働に向けての外

注費や人件費の増加分が解消されたこと等により16億９百万円（前年同期比3.2％増）となりました。

②ＴＣ事業（通過型センター事業）

　営業収益は取扱物量の増加等により43億７千万円（前年同期比4.7％増）となりました。セグメント利益につ

きましては、外注費の増加等により２億１千万円（前年同期比11.5％減）となりました。

③その他

　営業収益は６億１千万円（前年同期比1.3％増）となりました。セグメント利益につきましては、１億１百万

円（前年同期比0.7％増）となりました。
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 (2)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は17億８千２百万円となり、

前連結会計年度末と比較して４千７百万円の増加となりました。

　①「営業活動によるキャッシュ・フロー」

　当第２四半期連結累計期間において、営業活動の結果得られた資金は、24億３千６百万円（前年同期比

58.6％の収入増）となりました。これは法人税等の支払額が減少したことなどが主な要因です。

　②「投資活動によるキャッシュ・フロー」

　当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等により、

18億４千６百万円（前年同期比20.7％の使用増）の使用となりました。

　③「財務活動によるキャッシュ・フロー」

　当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加やリース債務

の返済等により、５億５千２百万円（前年同期比4.4％の使用減）の使用となりました。

 

　　 (3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　 (4)研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 41,750,000

計 41,750,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月８日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 10,438,000 10,438,000 東京証券取引所市場第二部
単元株式数は100

株であります。

計 10,438,000 10,438,000 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　決議年月日 　平成25年６月25日

　新株予約権の数（個） 　133

　新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）　 　－

　新株予約権の目的となる株式の種類 　普通株式

　新株予約権の目的となる株式の数（株） 　13,300

　新株予約権の行使時の払込金額（円） 　1　

　新株予約権の行使期間
　自　平成25年８月１日　

　至　平成55年７月31日　

　新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発　行価格及び資本組入額（円）

　　　　　　　　　 発行価格　　924　　　（注）１

　　 資本組入額　462　

　新株予約権の行使の条件

　新株予約権者は、平成25年８月１日から平成55年７月31

日の期間において、当社の取締役の地位を喪失した日の翌

日（以下、「権利行使開始日」という。）から10日を経過

する日までの間に限り、新株予約権を一括してのみ行使す

ることができる。

　新株予約権の譲渡に関する事項 　譲渡、質入れその他の処分は認めないものとする。

　代用払込みに関する事項 　－

　組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）２　

　（注）１　発行価格は、新株予約権の払込金額と行使時の払込金額を合算しております。

　　　　２　合併（当社が合併により消失する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転（以上を

総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生日の直前において

残存する募集新株予約権（以下「残存新株予約権」という。）を保有する新株予約権者に対し、それぞれの場

合につき、会社法第236条第１項第８条のイからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」とい

う。）の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては残存新株予約権

は消滅し、再編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。

　　　　　　ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を吸収合併契約、新設合併契約、吸収

分割契約、新設分割計画、新株交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとする。

　　　　　　①交付する再編対象会社の新株予約権の数

　　　　　　　新株予約者またはその権利継承者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものと

　　　　　　　する。

　　　　　　②新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

　　　　　　　再編対象会社の普通株式とする。

　　　　　　③新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

　　　　　　　組織再編行為の条件等を勘案の上、新株予約権の目的である株式の種類及び数に準じて決定する。

　　　　　　④新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

　　　　　　　交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定める再編後払込金額に上

記　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　③に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額と　

　　　　　　　する。再編後払込金額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再

　　　　　　　編対象会社の株式１株当たり１円とする。

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成25年７月１日～　

平成25年９月30日　
－ 10,438,000 － 1,217,560 － 1,392,060

　

（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社マルハニチロ食品 東京江東区豊洲3-2-20　 1,360 13.08

ビービーエイチ フォー フィデリ

ティー ロープライス ストックファ

ンド　

（常任代理人　株式会社三菱東京

UFJ銀行）　

40 WATER STREET,BOSTON MA 02109 U.S.A　

（東京都千代田区丸の内2-7-1）

1,043 10.04

農林中央金庫　 東京都千代田区有楽町1-13-2　 520 5.00

共栄火災海上保険株式会社　 東京都港区新橋1-18-6　 520 5.00

ヒューテックノオリン取引先持株

会　
東京都墨田区両国2-18-4　

517 4.97

ヒューテックノオリン従業員持株

会　
東京都墨田区両国2-18-4　

487 4.69

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）　

東京都中央区晴海1-8-11　 475 4.57

みずほ信託銀行株式会社 退職給付

信託 雪印メグミルク口 再信託受託

者 資産管理サービス信託銀行株式

会社　

東京都中央区晴海1-8-12 晴海アイランド

トリトンスクエア オフィスタワーＺ棟

414 3.98

バンク ド ルクセンブルグ クライ

アントアカウント

（常任代理人　株式会社三井住友銀

行）　

 14 BOULEVARD ROYAL L-2449LUXEMBOURG, 　

LUXEMBOURG

（東京都千代田区大手町1-2-3）　

362 3.49

日清医療食品株式会社　 東京都千代田区丸の内2-7-3　 220 2.11

計 － 5,920 56.98

　（注）１．発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、自己株式（48,319株）を控除して計算しております。ま

た、　　小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

　　　　２．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、すべて投資信託設定分であります。

３．みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託 雪印メグミルク口 再信託受託者 資産管理サービス信託銀行株式

　　会社とは、雪印メグミルク株式会社が当社の株式を退職給付信託として信託設定したものであります。
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（７）【議決権の状況】

　

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式     48,300 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式 10,388,300 103,883 －

単元未満株式  普通株式　    1,400 － －

発行済株式総数 　　　　　 10,438,000 － －

総株主の議決権 － 103,883 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が3,300株含まれております。また、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数33個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社

ヒューテックノオリ

ン　

東京都墨田区両国二丁目

18番４号　
48,300 － 48,300 0.46

計 － 48,300 － 48,300 0.46

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,994,707 2,042,124

営業未収入金 4,272,800 3,569,852

繰延税金資産 156,272 219,153

その他 414,114 383,095

貸倒引当金 △593 △476

流動資産合計 6,837,301 6,213,750

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,286,853 7,020,198

機械装置及び運搬具（純額） 1,319,810 1,276,409

土地 8,120,820 9,611,705

リース資産（純額） 10,194,786 10,073,143

建設仮勘定 － 2,700

その他（純額） 9,084 8,911

有形固定資産合計 26,931,355 27,993,069

無形固定資産 137,295 125,792

投資その他の資産

投資有価証券 1,335,894 1,374,490

長期貸付金 590,000 575,000

繰延税金資産 394,988 396,483

その他 720,756 690,733

貸倒引当金 △12,307 △12,307

投資その他の資産合計 3,029,331 3,024,400

固定資産合計 30,097,981 31,143,262

資産合計 36,935,282 37,357,012
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 1,503,764 1,483,467

短期借入金 1,002,000 1,502,000

1年内償還予定の社債 248,000 248,000

リース債務 1,165,322 1,205,996

未払法人税等 284,169 495,365

賞与引当金 246,666 350,980

役員賞与引当金 28,200 13,750

設備関係支払手形 121,695 2,388

その他 1,546,301 1,226,638

流動負債合計 6,146,118 6,528,586

固定負債

社債 868,000 744,000

長期借入金 882,000 756,000

リース債務 9,613,330 9,444,155

退職給付引当金 1,018,821 1,053,689

資産除去債務 381,062 383,520

再評価に係る繰延税金負債 469,711 469,711

その他 167,247 167,849

固定負債合計 13,400,173 13,018,926

負債合計 19,546,292 19,547,513

純資産の部

株主資本

資本金 1,217,560 1,217,560

資本剰余金 1,392,060 1,392,060

利益剰余金 14,777,422 15,156,896

自己株式 △41,355 △41,355

株主資本合計 17,345,687 17,725,160

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 67,585 87,279

土地再評価差額金 △385,039 △385,039

その他の包括利益累計額合計 △317,454 △297,759

新株予約権 12,636 24,925

少数株主持分 348,121 357,173

純資産合計 17,388,990 17,809,499

負債純資産合計 36,935,282 37,357,012
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業収益 18,087,031 19,018,045

営業原価 16,189,035 17,096,528

営業総利益 1,897,995 1,921,517

販売費及び一般管理費
※ 1,012,536 ※ 998,204

営業利益 885,459 923,313

営業外収益

受取利息 8,878 8,187

受取配当金 15,373 15,632

持分法による投資利益 18,253 23,875

その他 76,054 72,631

営業外収益合計 118,559 120,326

営業外費用

支払利息 78,997 100,628

その他 2,254 2,044

営業外費用合計 81,252 102,673

経常利益 922,767 940,966

特別利益

固定資産売却益 285 328

特別利益合計 285 328

特別損失

固定資産除売却損 9,565 1,127

投資有価証券評価損 17,040 －

特別損失合計 26,605 1,127

税金等調整前四半期純利益 896,447 940,166

法人税、住民税及び事業税 401,708 463,879

法人税等調整額 △40,011 △70,541

法人税等合計 361,696 393,338

少数株主損益調整前四半期純利益 534,750 546,828

少数株主利益 9,680 11,151

四半期純利益 525,069 535,676

少数株主利益 9,680 11,151

少数株主損益調整前四半期純利益 534,750 546,828

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △51,886 19,690

持分法適用会社に対する持分相当額 △198 4

その他の包括利益合計 △52,084 19,694

四半期包括利益 482,666 566,523

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 472,985 555,371

少数株主に係る四半期包括利益 9,680 11,151
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 896,447 940,166

減価償却費 916,774 1,068,891

貸倒引当金の増減額（△は減少） 20 △117

賞与引当金の増減額（△は減少） 88,300 104,313

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,450 △14,450

退職給付引当金の増減額（△は減少） 47,544 34,867

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △147,093 602

受取利息及び受取配当金 △24,251 △23,819

支払利息 78,997 100,628

持分法による投資損益（△は益） △18,253 △23,875

投資有価証券評価損益（△は益） 17,040 －

固定資産除売却損益（△は益） 9,280 799

売上債権の増減額（△は増加） △89,277 702,947

仕入債務の増減額（△は減少） 65,668 △20,296

その他 358,862 △110,237

小計 2,185,609 2,760,421

利息及び配当金の受取額 29,752 29,319

利息の支払額 △79,831 △101,014

保険金の受取額 8,400 －

法人税等の支払額 △608,068 △252,700

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,535,862 2,436,026

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △3,959 △4,361

有形固定資産の取得による支出 △1,499,399 △1,881,753

補助金の受入による収入 － 21,831

有形固定資産の売却による収入 291 330

有形固定資産の除却による支出 △228 △1,053

無形固定資産の取得による支出 △6,365 △24,583

貸付金の回収による収入 15,000 15,000

その他 △34,224 28,528

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,528,885 △1,846,062

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 500,000

長期借入金の返済による支出 － △250,000

配当金の支払額 △145,858 △155,625

少数株主への配当金の支払額 △2,100 △2,100

リース債務の返済による支出 △429,638 △644,511

財務活動によるキャッシュ・フロー △577,596 △552,237

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △570,619 37,726

現金及び現金同等物の期首残高 2,928,552 1,734,707

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 9,690

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 2,357,932 ※ 1,782,124
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　連結の範囲の重要な変更　

　当第２四半期連結会計期間より、株式会社ヒューテックサービスは重要性が増したため、連結の範囲に含めて

おります。

 

 

（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

人件費 799,479千円 795,273千円

（うち賞与引当金繰入額） 59,107 61,951

（うち役員賞与引当金繰入額） 13,750 13,750

（うち退職給付費用） 58,205 57,018

（うち役員退職慰労引当金繰入額） 2,266 602

その他 213,056 202,930

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 ※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係は下記の

と　おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 1,917,355千円 2,042,124千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 △260,000 △260,000

有価証券（ＭＭＦ） 700,576 －

現金及び現金同等物 2,357,932 1,782,124

 

EDINET提出書類

株式会社ヒューテックノオリン(E04210)

四半期報告書

14/20



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）

配当に関する事項

　（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 146,044 14 平成24年３月31日 平成24年６月27日

 利益剰余

金　

　（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

　　　　期間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月２日

取締役会
普通株式 156,475 15 平成24年９月30日 平成24年12月５日

 利益剰余

金　　　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

配当に関する事項

　（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 155,845 15 平成25年３月31日 平成25年６月26日

 利益剰余

金　

　（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

　　　　期間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月１日

取締役会
普通株式 145,455 14 平成25年９月30日 平成25年12月５日

 利益剰余

金　　　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）

　

　　

報告セグメント　
その他（注） 合計

ＤＣ事業 ＴＣ事業 計

　営業収益

　

　①外部顧客への　　

　　営業収益

　

　②セグメント間の

　　内部営業収益

　　又は振替高

　　

　

　

　13,334,274

　

　

　12,258

　

　　

　

　　

4,150,403　

　

　

　25,650

　

　　

　

　

　17,484,678

　

　

37,909

　

　　

　

　

　602,352

　

　

223

　

　　

　

　

　18,087,031

　

　

　38,132

　

計 　13,346,533 　4,176,054 　17,522,587 　602,576 　18,125,164

セグメント利益 　1,559,279 　237,596 1,796,875　 　101,120 　1,897,995

　    （注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備輸送業等を含

　　　　　　　んでおります。　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との

　　差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千

円）　　　　　　　　　　　　　　

利益 金額

　報告セグメント　計 1,796,875　　　

「その他」の区分の利益 　101,120

　全社費用（注） 　△1,012,536

　四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 　885,459

　　　　　　 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。　
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）

　

　　

報告セグメント　
その他（注） 合計

ＤＣ事業 ＴＣ事業 計

　営業収益

　

　①外部顧客への　　

　　営業収益

　

　②セグメント間の

　　内部営業収益

　　又は振替高

　　

　

　

　14,062,355

　

　

　17,956

　

　　

　

　　

4,345,483　

　

　

　25,310

　

　　

　

　

　18,407,838

　

　

43,266

　

　　

　

　

　610,207

　

　

182

　

　　

　

　

　19,018,045

　

　

　43,449

　

計 　14,080,311 　4,370,793 　18,451,104 　610,390 　19,061,495

セグメント利益 　1,609,337 　210,327 1,819,664　 　101,852 　1,921,517

　    （注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備輸送業等を含

　　　　　　　んでおります。　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との

　　差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千

円）　　　　　　　　　　　　　　

利益 金額

　報告セグメント　計 1,819,664　　　

「その他」の区分の利益 　101,852

　全社費用（注） 　△998,204

　四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 　923,313

　　　　　　 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 50円33銭 51円56銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 525,069 535,676

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 525,069 535,676

普通株式の期中平均株式数（株） 10,431,715 10,389,681

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 50円31銭 51円45銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

（うち支払利息（税額相当額控除後）（百万

円））　
－ －

（うち優先配当額（百万円））　 － －

普通株式増加数（株）　 5,993 22,411

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要。　

― ―

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

　

　

２【その他】

　平成25年11月１日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額………………………145,455,534円

　（ロ）１株当たりの金額……………………………………14円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………平成25年12月５日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月８日

株式会社ヒューテックノオリン

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中村　和臣　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡辺　力夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヒュー

テックノオリンの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月

１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヒューテックノオリン及び連結子会社の平成25年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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